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《追突事故を防止しましょう》
前方の 異変に気づける 車間距離

・トラックの運転視界は車間距離を錯覚させる 常に車間距離を意識的に長めにとる
・発進時に追突する事故が多い アンダーミラーの確認含め、安全確認後に発進する
・わき見運転・漫然運転での追突は被害甚大 小まめに休憩をとり、集中力を切らさない

発進時 目の前の･･･車、自転車、バイク、歩行者を、見落とさない

信号待ち車への追突 漫然運転、わき見運転に注意しましょう

《子ども・高齢者の横断に備え、「かもしれない運転」を》
《「死角」に隠れた、自転車等に備え、「かもしれない運転」を》

道路わきの・・・自転車、歩行者に注意しましょう

漫然運転、居眠りに注意しましょう 2時間走行15分休憩

構内事故・バック事故の根絶

日没前後の「薄暮時間帯」は注意
歩行者を見落とさないように気を付けましょう

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

深夜１時 信号交差点
右折のトラックと対向から直進のバイクが衝突
バイクの20歳女性が死亡 トラック運転手を現行犯逮捕
◇交差点の右折は・・・十分に余裕を持って、直進車・歩行者に注意しましょう◇
◇交差点 直進時は・・・右折車が「来るかもしれない」・・・注意しましょう◇
◇黄色信号で交差点進入は、命取りになります 黄色信号は「止まれ」◇

◇交差点手前で、黄色信号の場合は、加速しないで停止する◇
２０２５／４／２８（月）

２８日午前１時半過ぎ、岐阜県の信号交差点で、右折しようとした中型トラックが、対向車線を直進してきたバ
イクと衝突しました。バイクに乗っていた女性（２０）が病院へ搬送されましたが、およそ２時間後に死亡が確認
されました。警察は、中型トラックを運転していた会社員の男性容疑者（２９）を現行犯逮捕しました。調べに対
し容疑者は容疑を認めていて、警察は容疑を過失運転致死に切り替えて事故の経緯を詳しく調べています。

遠軽町 ダンプカーの荷台と車体に挟まれ
整備工場の70代男性が死亡

戻らない夫を心配し、様子を見に行った妻が発見
荷台を上げて整備する時は、それ用のロックを使わないと
静かに荷台が下がることがあるので注意しましょう

２０２５／４／２７（日）
２７日午前８時半ごろ、遠軽町で男性（７８）が整備工場に行ったまま戻らないため、男性の妻が様子を見に行っ

たところ、ダンプの荷台と車体に挟まった状態の男性を発見しました。男性は意識がない状態で病院に運ばれ、
死亡が確認されました。妻は「数日前からダンプの荷台の調子が悪かった」と話しているということです。

午後10時 逆走車と正面衝突 4台が絡む事故
この事故で渋滞中、大型トラックが追突 6台玉突き

3人死亡、ほか重傷者含む複数人ケガ
◇前方で・・・何が起こるかわかりません わき見は厳禁、車間距離を十分にとりましょう◇

２０２５／４／２７（日）
２６日午後１０時すぎ、栃木県の東北道で逆走していた車と別の車が正面衝突するなど４台が絡む事故が発生しま

した。この事故で逆走していた車を運転していた４０代とみられる男性と、衝突された車を運転していた５０代とみ
られる男性が病院に搬送されましたが、その後、死亡が確認されました。また、この事故で渋滞していた車の列
に大型トラックが追突して６台が関係する玉突き事故も発生し、追突された車に乗っていた６０代とみられる女性
も、死亡が確認されました。この玉突き事故では、ほかにも重傷者を含む複数のけが人がいるということです。


